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『
立
正
安
国
論
』
に
見
る
日
蓮
聖
人
の
教
え

第

回
10

「
法
華
正
法
の
教
学

―
釈
尊
の
真
実
の
教
え
―
」

『
立
正
安
国
論
』
の
標
題

日
蓮
聖
人
が
三
十
歳
代
後
半
に
著
さ
れ
た
『
守
護
国
家
論
』
や
『
立
正
安
国
論
』
の
存
在
は
、
聖
人
の

布
教
活
動
の
初
期
に
お
い
て
「
守
護
国
家
」
「
立
正
安
国
」
と
い
う
理
念
が
既
に
根
本
命
題
と
し
て
あ
っ

た
こ
と
を
知
る
証
と
な
る
。

高
木
豊
氏
は
、
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
た
ち
の
著
作
を
比
較
・
検
討
し
、
浄
土
門
を
主
張
す
る
浄
土
教
と
は

対
峙
的
位
置
に
あ
っ
た
聖
道
門
の
諸
教
団
の
中
に
、
護
国
・
安
国
の
理
念
が
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
「
護
国
」
は
政
治
・
軍
事
に
よ
っ
て
も
実
現
可
能
で
あ
る
が
、
「
安
国
」

は
た
だ
宗
教
の
み
が
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
、
「
守
護
国
家
」
は
何
に
よ
っ
て
国
家
を
守
護
す
る

か
が
不
明
瞭
で
あ
る
が
故
に
、
聖
人
は
題
名
を
充
実
し
て
「
立
正
安
国
」
と
し
た
こ
と
な
ど
を
示
唆
さ
れ

て
い
る
（
高
木
豊
著
『
日
蓮
―
そ
の
行
動
と
思
想
』
太
田
出
版
ほ
か
）。

で
は
、
日
蓮
聖
人
が
、
「
立
正
安
国
」
の
「
正
」
の
字
に
標
榜
さ
れ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
「
正
」
と
は
「
正
法
」
の
義
す
な
わ
ち
「
釈
尊
の
真
実
の
教
え
」
で
あ
る
が
、
日
蓮
聖
人
は
具
体
的

に
何
を
も
っ
て
「
正
法
」
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
立
正
安
国
」
の
「
正
」
の
字
が
示
す
も
の

『
立
正
安
国
論
』
に
は
、
有
名
な
結
語
に
「
汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て
速
か
に
実
乗
の
一
善
に
帰

せ
よ
」
（
定
二
二
六
頁
）
の
一
節
が
あ
る
が
、
実
は
本
書
に
は
「
実
乗
の
一
善
に
帰
せ
よ
」
の
表
現
は
あ

っ
て
も
、
「
法
華
経
に
帰
せ
よ
」
と
は
一
言
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
法
華
経
へ
の
帰
依
を
直
接
的
に
進

言
し
た
文
言
は
み
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
安
国
を
実
現
す
べ
き
正
法
が
何
で
あ
る
か

に
つ
い
て
も
具
体
的
に
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
何
故
に
「
立
正
」
の
内
容
を
詳
述
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
本
書
の
諫
言
に
よ
り
、
仮
に
幕
府
が
触
発
さ
れ
て
他
宗
と
の
公
場
対
決
を
企
て
る
に
至
っ
た

な
ら
ば
、
そ
の
時
ま
さ
し
く
「
正
法
」
を
提
示
し
よ
う
と
思
い
、
本
書
執
筆
の
段
階
で
は
ま
だ
明
示
を
避

け
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

見
え
て
く
る
日
蓮
聖
人
の
真
意

と
こ
ろ
で
、
日
蓮
聖
人
の
初
期
教
学
に
お
い
て
は
、
「
法
華
真
言
未
分
」
ま
た
は
「
法
華
涅
槃
未
分
」

と
い
っ
て
、
法
華
経
と
真
言
密
教
、
あ
る
い
は
法
華
経
と
涅
槃
経
と
を
、
と
も
に
等
し
い
価
値
を
有
す
る

教
え
と
し
て
捉
え
る
姿
勢
が
み
え
る
（
定
八
九
頁
・
二
二
三
頁
等
）
。
初
期
日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
正
法
」

の
解
釈
に
は
、
法
華
経
の
み
に
限
定
さ
れ
な
い
柔
軟
な
経
典
受
容
の
姿
勢
が
根
底
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

あ
る
意
味
に
お
い
て
、
法
華
思
想
に
開
会
さ
れ
る
諸
経
典
中
の
説
示
を
、
一
定
の
価
値
観
に
よ
っ
て
受

容
す
る
と
い
う
そ
の
姿
勢
は
、
聖
人
の
生
涯
を
貫
く
も
の
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、

『
立
正
安
国
論
』
を
熟
読
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
正
し
く
聖
人
の
真
意
を
く
み
と
る
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め

て
自
覚
す
る
。

『
立
正
安
国
論
』
に
お
い
て
、
法
華
涅
槃
未
分
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
が
、
第
七
番
問
答
の
「
法
華
・
涅

槃
の
経
教
は
、
一
代
五
時
の
肝
心
な
り
」
（
定
二
二
三
頁
）
で
あ
る
。
第
七
番
問
答
で
は
、
災
難
の
対
処

法
と
し
て
謗
法
対
治
の
具
体
的
先
例
を
仏
典
に
求
め
、
涅
槃
経
・
仁
王
経
・
法
華
経
よ
り
一
〇
種
の
経
文
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証
拠
を
引
き
、
謗
法
に
対
す
る
止
施
・
禁
断
謗
施
、
あ
る
い
は
為
政
者
等
に
よ
る
正
法
護
持
の
た
め
の
執

持
刀
杖
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
法
華
経
と
な
ら
ん
で
涅
槃
経
を
も
「
一
代
五
時
の
肝
心
」

と
定
め
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
謗
法
禁
断
を
説
く
経
典
群
と
し
て
の
両
経
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
だ

け
の
も
の
で
あ
っ
て
、
聖
人
の
初
期
教
学
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
法
華
涅
槃
未
分
の
論
拠
に
は
、
必

ず
し
も
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
証
拠
に
、
第
四
番
問
答
に
は
「
一
代
五
時
の
肝
心
た
る
法
華
経
」
（
定
二
一
六
頁
）
と
断
定
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
無
量
寿
経
の
「
誹
謗
正
法
」
の
文
と
法
華
経
譬
喩
品
の
「
毀
謗
此
経
」
の
文
に
つ
い
て
、

聖
人
が
同
等
の
価
値
を
有
す
る
経
文
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
、
こ
れ
ら
の
経
文
を
会
通

す
れ
ば
、
「
正
法
」
が
「
此
経
」
す
な
わ
ち
法
華
経
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
を
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
表
現
は
、
ま
た
、
「
一
代
五
時
の
妙
典
」
（
定
二
一
六
頁
）
や
「
実
乗
の
一
善
」
と
等
価
値
で
あ
る
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
、
す
な
わ
ち
「
立
正
」
の
「
正
」
の
語
の
指
し
示
す
と
こ
ろ
が
法
華
経
で
あ
る
こ
と

を
暗
示
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
「
正
法
」「
実
乗
の
一
善
」
は
、
紛
う
こ
と
な
く
、
法
華
経
な
の
で
あ
る
。

（
立
正
大
学
准
教
授

高
森
大
乗
）


